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【大歳地区９月の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １１７ 

 

初代県令・中野梧一と瓦屋の娘 

1871（明治４）年、山口県参事・県令代理に登用された中野梧一は、幕臣で勘定方をつとめる英才でしたが、

函館戦争に加わった反逆者でした。しかし、井上馨にその才能を見込まれて明治政府にとりたてられ、県令代理

として赴任すると湯田の馨の家を貸し与えられる間柄でした。廃藩置県によって、中央集権化を進めたい政府は、

県令が旧藩時代の慣例や縁故にとらわれないよう、県令には県外の人間を登用しました。とはいえ榎本武揚の函

館五稜郭の反政府軍に参加した人間が県令になれば、この戦争に参加した人間もたくさんいる長州ではなかなか

大変なこともあったはずです。幸いにも幕末に活躍した口やかましい元気者は大挙して新政府の役人となってお

り、山口に残って中野を助けた高官は実務派タイプが多く、とりわけ最高顧問格として彼を支えたのが、高杉晋

作の父・小弥太や吉田松陰の長兄・杉民治であったことは歴史のめぐりあわせの面白さです。 

「中野梧一日記」は県令の仕事ぶりを見ることができる貴重な資料ですが、1872（明治５）年１月の項に湯田

の旅館、瓦屋の記述がでてきます。瓦屋は藩の休息所である「茶屋」と並んで、湯田で２つだけの瓦ぶきの旅館

でした。当時は錦川が流れ、小舟で人や物が行きかう交通の要所に、この２つの旅館が川を挟んで向き合ってお

り、ここが湯田の中心だったと思われます。現在は松田屋の裏手の跡地に瓦屋の石碑が建っています。 

ところで、日記には「（次女京子と思われる）瓦屋ノ娘ハ碁ヲ好ム。和歌ヲ能クス。醜ハ極ル。」と書かれて

います。女ながら碁をする（中野も碁好きで有名）、和歌をたしなむと褒めておいて、最後に極めつけの醜女（ブ

ス）と書いているのです。旅館の娘と思って、ちょっかいを出したら猛反撃をくらい、ムシャクシャして悪口を

書いたのでしょうか。とすると梧一に勝ち目はありません。瓦屋は幕末期、多くの志士たちが出入りし、彼らの

アイドル的存在だった瓦屋の娘たちは、酒飲みとの言い合いは手慣れたものだったでしょう。とりわけ長女の龍

子は「井上馨の養女」となって山田市之亟
いちのじょう

（後、顕義）の妻となっています。山田顕義は大村益次郎の秘蔵っ子

で、西郷隆盛がその用兵の才を激賞し「小ナポレオン」とまで言われた軍事の天才です。後に初代司法卿をつと

め日本大学の創設者でもあります。ただ、不運な事故死がその業績を中途半端に終わらせました。「函館であな

たたちを打ち破った人が私の義兄ですよ」と言われればグーの音もでません。残念ながら、こうした仮想バトル

はなかったようです。梧一の日記で「醜なり」と書かれた女性は京子だけではありません。「美なり」と書かれ

た女性が皆無なのと対照的です。彼女については別の日の項に「小三郎（詳細不明）フトリタル娘ガ欲シキ趣、

瓦屋ノ娘気ニ入り申スベキト考エ、独笑ス」と書かれています。嫁にもらうなら太った娘がよいという奴がいる

が、瓦屋の娘は気に入るだろうかと思って、一人笑いをした」というのです。どうやら「醜の極み」の一因は、

彼女が太っていることにあるようですが、彼が彼女を気に入っていることもわかります。 

（史談会：文責 武波義明） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松田屋裏手にある「瓦屋」跡の史跡 明治末期の「瓦屋」 


